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日本および東アジアの貧困問題と地域における共生政策という視座から、現

在、カンボジアにおける CVAP（Cambodia Veterans Assistance Program＝カ

ンボジア国軍除隊兵士自立支援プログラム）をテーマとしてとりあげ、フィー

ルド調査を行っている。CVAP はカンボジア内戦後の重要な課題として浮上し

てきた「紛争処理」のプロジェクトとして、除隊公募に応じた兵士に経済的な

自立を与え、地域社会へ軟着陸させる事を目的としている。除隊時には一時金

や現物を与えるだけでなく技能訓練を受講させ、持続的な自立生活を可能にさ

せるよう設計されているだけでなく、「自立」に失敗し貧困に陥った除隊兵士

を救済する装置としての RS（リファラルシステム）もシステムに内在化され

てはいる。しかし貧困へと転落する者は後をたたない。なぜなのか。CVAP 設

立当初から主導的立場で関わってきた日本政府が 2007 年 9 月に撤退したこと

で、事実上CVAPはカンボジア政府単独での政策運営となっているが、今後CVAP

がどのような展開過程をたどるのか楽観的予測は許されない。本研究では「自

立」という概念をめぐっての対立構造に着目し、CVAP の政策構造上の問題点

を明らかにするとともに、シェムリアップ州での技能訓練受講後の兵士への個

別聞き取り調査を実施し、彼らの抱える生活課題とその支援のあり方、そして

共生社会に向けての道筋を探ることを目的としている。 

 

 

 

本研究の目的は、「自立支援」政策が貧困問題削減の中心的なファクターと

してすでにグローバルな合意を得ているにも拘らず、それが社会的に十分に生

かされていない問題を、社会環境の整備に求めるスタンスに立つものである。

それは開発政策における貧困問題の解消のみならず、現在のわが国においても、

とりわけ若年層、あるいは障害者の「自立支援」という政策のあり方を再考す

る際の主要な課題である。努力することが未来へとつながってくる社会であれ

ば人は「自立」できる。そうした視座を堅持し、このテーマをさらに低所得者

問題へと展開させていきたいと考えている。 

 

 

 

 本研究は CVAP の活動を、マクロレベルのテクノクラート的視角とミクロレ

ベルの生活者的視角との対立概念（コンフリクト）の構造でとらえ、テクノク

ラート的視角に代表される①視野の包括性、②個々の事態に対する抽象的把握、

③諸生活主体から提出される諸々の利害・要求の相対化と、生活者的視角とし

ての①視野の局部性、②直面する事態の具体的把握、③自己の固有の利害・要

求への敏感さとそれへの固執、という概念によってコンフリクトを明確化して

いる。こうした構造分析を踏まえて地域共生のあり方を探る方法論は、高齢者

問題、障害者問題そして地域福祉におけるさまざまな生活問題を共同研究して

いく上で重要な指標となるだろう。 
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